
- 1 - 

令和６年度さぬき市社会教育委員の会 会議要旨 

 

１ 日 時 令和７年３月１０日（月） ９：３０～１１：１０ 

２ 場 所 さぬき市寒川第２庁舎 ２階 ２０３会議室 

３ 出席者 【委 員】 山中正治    細川 昌宏    瀬 強 

  福西 マリコ  藤井 邦子    安藤 正倫 

  石原 新造 

【事務局】 和田教育長   佐藤教育部長   大生生涯学習課長 

樫村課長補佐 

欠席者 【委 員】 土佐 清二   濵松 慶二    玉木 一浩 

傍聴者  ０名 

４ 議 題  議題１ 令和７年度生涯学習課関係の主要施策について 

議題２ その他 

５ 会議の内容

発言者 意 見 概 要 

（事務局） 

 

 

（教育長） 

 

（事務局） 

 

 

（委 員） 

 

（事務局） 

 

（事務局） 

 

 

 

 

 

 

（事務局） 

 

 

 

（事務局） 

ただいまから、令和６年度さぬき市社会教育委員の会を開催します。 

和田教育長から御挨拶を申し上げます。 

 

（挨拶） 

 

 本日の会は、委員の改選があって初めての会になりますので、最初に自己紹介をお

願いします。 

 

 （各委員自己紹介） 

 

 （事務局自己紹介） 

 

それでは、本日の議題に入ります。お手元に配布の会議次第に沿って、会を進めて

まいります。 

 「議題１ 令和７年度生涯学習課関係の主要施策について」を議題とします。この

議題は、令和７年度さぬき市一般会計当初予算のうち、教育委員会事務局生涯学習課

所管の事業について、ご審議をお願いするものです。それでは、担当から別添資料に

基づき説明します。 

 

（資料１「令和７年度生涯学習課関係の主要施策について」、資料２「青少年交流プ

ラザ空調機更新工事の概要」、資料３「志度音楽ホール天井耐震等改修工事の概要」、

資料４「Ｂ＆Ｇプール膜屋根等改修工事の概要（平面図）」に沿って説明） 

 

議題１について、御質問又は御意見等がありましたらよろしくお願いします。 
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（委 員） 

 

（事務局） 

 

 

 

（委 員） 

 

 

 

（事務局） 

 

 

 

（委 員） 

 

 

（事務局） 

 

 

 

（委 員） 

 

 

 

（委 員） 

 

 

 

 

 

（委 員） 

 

（事務局） 

 

 

 

 

（委 員） 

 

 

 

社会教育総務費の国県支出金はどの事業に充当されているのですか。 

 

 放課後子ども教室推進事業及び学校支援ボランティア推進事業に県補助金としてそ

れぞれ、2,414千円、3,000千円充当されています。なお、補助率は各事業とも事業費

の３分の２となっております。 

 

家庭、地域、学校における教育力の低下が社会的な課題となって久しいが、市とし

て令和７年度においてどのようにこの問題にどう対応していこうと考えているのです

か。 

 

地域において、少子高齢化が予想を超える速さで進んでいる中で、学校支援ボラン

ティア推進事業を中心に、学校現場と地域が連携して子どもたちの教育に取り組んで

いきたいと考えています。 

 

さぬき市が５町合併で誕生して二十数年が経つが、さぬき市の市史が編纂されてい

ないので、市史を編纂するよう教育委員会としても検討すべきではないか。 

 

現在開会中の市議会における一般質問の市長答弁においても、今後の大きな課題で

あると認識している旨答弁しています。教育委員会としても市の教育の歴史の観点か

ら、市史編纂の際には取り組んでいきたいと考えています。 

 

学校支援ボランティアとして活動している団体や個人の方から、小学校での活動の

機会は多いが、中学校での活動の機会があまりないので、中学校で活動するにはどう

したらいいかと聞かれることがあります。 

 

中学校の場合、土日については部活動や各種大会があり、平日についてもテスト期

間や学校行事などがあり、中学生が個人として参加できる日が限られているため、学

校支援ボランティアや地域の方との活動について、日程調整が非常に難しいのが現状

です。中学校においても防災訓練などの地域行事に出来るだけ参加できるよう生徒に

案内したいと思います。 

 

ＰＴＡ活動について、さぬき市におけるＰＴＡの加入率はどのような状況ですか。 

 

２年くらい前までは、ほぼ１００％の加入率（未加入者が１名か２名程度）でした

が、全国的にＰＴＡ離れが進んできていて、その波が徐々にさぬき市にも及んでいる

ように感じています。一部の学校では、多くの方がＰＴＡを抜けるような状況が出つ

つあります。 

 

最近、市内において民俗学的に新たな発見が少しずつ出てきているが、市の指定文

化財について、教育委員会にとして、文化財保護協会の各支部や地域の郷土史家の方

に調査を行い、再度見直しをかける計画はありますか。 
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（事務局） 

 

 

 

（委 員） 

 

（事務局） 

 

 

（委 員） 

 

 

（事務局） 

 

（委 員） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（委 員） 

 

 

 

（委 員） 

 

 

（委 員） 

 

（事務局） 

 

 

 

（委 員） 

 

 

現時点で、具体的な計画はありませんが、文化財保護審議会等の会の中で、そのよ

うな案件が出されたときには、市指定文化財の見直しについても検討していきたいと

思います。 

 

１０月にオープンした細川林谷記念館の来館者数はどのような状況ですか。 

 

１０月～２月の累計で約８３０人の来館者数となっています。月別ではオープン時

の１０月の来館者数が一番多くなっております。 

 

細川林谷さんという人物が、市民を含めてあまり知られていないようです。記念館

を中心にもっと周知する努力が必要だと思います。 

 

小学校の社会科の副読本の中で取り上げるよう検討していきたいと考えています。 

 

学校支援ボランティアについて、小学校としては、慢性的な人手不足の中で本当に

ありがたい仕組みだと感じています。ある学校では、週に２回ほど２名の学校支援ボ

ランティアの方に、授業のお手伝いに入ってもらっていて、そのおかげで子どもたち

が以前よりも落ち着いた環境で授業を受けられるようになっています。 

また、ＰＴＡについては、加入する場合と加入しない場合でどのようなメリット、

デメリットがあるかをきちんと伝えていくことが大切であると考えています。志度小

学校の場合、加入手続きについては、書面での加入届は取っていませんが、保護者の

方にＰＴＡが任意団体であることを周知し、加入が義務ではないことをきちんとお知

らせするようにしています。ただし、市内の他の小学校においては、ＰＴＡへの加入

手続きについて、加入届の提出が必要であるとの意見も出ていることから、今後、市

内の各小学校で加入手続きの方法が、異なる状況となる可能性が考えられます。 

 

ＰＴＡについては、中学校においても各中学校においてそれぞれ状況が異なります

が、保護者の方は、小学校、中学校と続いているので、各中学校がそれぞれの校区の

小学校と連携をとりながら、検討していきたいと考えています。 

 

ＰＴＡについては、その役割や活動内容を保護者の方に知ってもらって、「ＰＴＡが

必要だ」と感じてもらえるような取り組みを行っていくべきだと思います。 

 

市内の５地区の公民館活動の連絡調整や指導は、どこが行っていますか。 

 

通常業務の連絡調整については、生涯学習課の公民館担当が行い、公民館の自主運

営事業の連絡調整や指導については、公民館長会や公民館運営審議会において協議し

ています。 

 

各地区の公民館活動については、地区によって公民館主催講座の開催状況などに差

があるので、館長や管理員を対象に公民館主催講座の研修等を実施してもらいたいと
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（委 員） 

 

 

 

（委 員） 

 

 

（事務局） 

 

 

（事務局） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（委 員） 

 

（事務局） 

思います。 

また、令和７年度に開催予定の源内駅伝大会が３５回の記念大会となり、実行員会

において、各地区のチームだけでなく、各職場、職域のチームの参加について検討し

ているので、各小中学校や教育委員会においても協力をお願いします。 

 

社会教育の推進のためには、各地区の公民館が指導的、中心的な役割を担う必要が

あり、そのためにも公民館の職員の方には、積極的に自主講座の開催に努めてもらい

たい。 

 

教育委員会においては、生涯学習課の公民館担当者に社会教育主事を充ててもらい

たい。 

 

教育委員会全体として、人員が不足している中で難しい部分もありますが、ご意見

については、人事担当部局にも伝えていきたいと思います。 

 

他にご意見はございませんか。 

無ければ、次に、「議題２ その他」ですが、事務局から「さぬき市生涯学習基本計

画について」を議題とさせていただきます。 

 

現在策定している「第２次さぬき市生涯学習基本計画」は、平成２８年度からの１

０年間を計画期間としており、令和７年度が計画の最終年度となっております。 

本来であれば、令和８年度からの１０年間を計画期間とする第３次さぬき市生涯学

習基本計画の準備を令和７年度から始めるところでありますが、市の総合計画と計画

期間を合わせた令和５年度から令和８年度の４年間を計画期間とする「さぬき市教育

振興基本計画」を策定しており、計画開始の前年に当たる令和４年度に、この社会教

育委員の会の場においてご議論いただいたたおかげで、社会教育、文化振興、文化財、

社会体育などの各分野において、具体的かつ詳細に盛り込むことができております。 

したがいまして、生涯学習課としましては、現在の「第２次さぬき市生涯学習基本

計画」は令和７年度で終了し、「第３次さぬき市生涯学習基本計画」は策定せず、令和

８年度以降は、「さぬき市教育振興基本計画」に基づき、本市の生涯学習の推進を図っ

てまいりたいと考えております。 

なお、県内のさぬき市を除く７市のうち、５市（高松市、坂出市、観音寺市、善通

寺市、東かがわ市）は生涯学習基本計画のような生涯学習関係に特化した計画は策定

していません。残りの２市のうち丸亀市は次期計画を策定予定としており、三豊市は

次期計画を策定するかどうかは未定となっております。 

 

説明は以上になりますが、委員の皆さんから、このことについて、ご意見がござい

ましたらお願いします。 

 

（特になし） 

 

さぬき市教育振興基本計画については、市の総合計画の見直しに合わせて４年に１
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（委 員） 

 

（事務局） 

 

 

 

（教育部長） 

 

（事務局） 

度見直すこととなっておりますので、その際は、社会教育委員の会においてご議論い

ただき、社会教育分野について具体的な計画を盛り込んでいきたいと考えております

ので、どうぞよろしくお願いします。 

 

他に「その他」について、委員の皆さんから、何かございませんか。 

 

（特になし） 

 

本日予定していた議題は、全て終了しました。本日いただきました委員の皆様の御

意見につきましては、今後の社会教育施策に反映させていきたいと考えております。 

最後に、教育部長から閉会の御挨拶を申し上げます。 

 

（挨拶） 

 

以上で、令和６年度さぬき市社会教育委員の会を閉会します。 

 

閉 会  

 


